ハンドマイク街頭演説原稿例　高市内閣発足
二〇二五年十月二十二日　日本共産党埼玉県委員会・作成

　ご近所のみなさん、日本共産党です。この場所をお借りして、日本共産党の政策を訴えさせていただきます。しばらくの間ご協力をお願いいたします。
　十月二十一日、高市早苗総新内閣が発足しました。大臣は全員自民党ですが、日本維新の会と連立の合意文書を交わした連立政権です。マスコミは日本初の女性総理大臣と大きく報道していますが、その中身はどうでしょうか。
　高市総理が維新の会と交わした連立合意文書には、軍事的な政策がずらりと並んでいます。高市内閣の大臣も、防衛大臣経験者や自民党の憲法改正実現本部の主要メンバーが多く任命されています。防衛大臣に任命された小泉進次郎さんは、自民党の総裁選挙で日本の軍事予算を大幅に増やす方針を打ち出していました。国民のプライバシーまで監視する「スパイ防止法」の制定なども狙っています。
　私たちの暮らしを支える政策はどうでしょうか。維新の会は「身を切る改革」を掲げ、大阪府などで暮らしを支える政策をどんどん切り捨ててきた実績のある政党です。そんな政党との合意ですから、国民の暮らしをもっと冷え込ませる政策ばかりです。石破政権のときに自民・公明・維新の三党で合意した医療費四兆円削減の方針を引き継ぎ、国民が医療を受けにくくしようとしています。その一方、七月の参議院選挙で大きな争点となり、国民の多くが望んでいる消費税減税については、具体的な取り決めがありません。
　みなさん、民主主義の面で大変危険なのが、衆議院議員定数の一割削減を今の臨時国会でめざすというものです。しかも狙われているのは、各党の得票率で議席が配分される比例代表の定数削減です。これでは国民の多様な声がますます国会に届かなくなるとともに、議会による政府・内閣を監視する機能を弱めることになるのではないでしょうか。
　さらに、高市政権は有権者が選挙で示した民意をことごとく無視しています。裏金問題では、疑惑の中心人物の一人である萩生田光一さんを党幹事長代行に就任させました。維新との連立合意書では、裏金問題の真相解明や企業・団体献金禁止にはまったく手をつけていません。実は維新の会は、「企業・団体献金の禁止」を政治改革の一丁目一番地だと言っていました。連立政権に入るためにこの立場をあっさり捨て去った姿は、まさに数を集めるための野合だと言わざるを得ないのではないでしょうか。
　日本共産党は、暮らしの問題でも平和の問題でも、国民多数の願いを実現するための国民的な共同を広げ、真に国民の声が届く国会にしていくために全力をあげるとともに、暴走の危険性が高い高市連立政権と正面から対決していきます。日本共産党へのご支持、ご協力をよろしくお願いします。
　日本共産党の発行する「しんぶん赤旗」は、自民党の裏金問題を最初に取り上げました。十月からは、週一回発行の「日曜版」の電子版が新始まりました。この機会に「しんぶん赤旗」をぜひお読みいただきますようお願いいたしまして、この場所をお借りしての日本共産党の政策の訴えを終わります。ご協力ありがとうございました。（了）
